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SPEDASのインストールと解説

2015年8月19日
第2回「太陽地球環境データ解析に基づく

超高層大気の空間・時間変動の解明」
データ解析セッション

阿部修司（九大ICSWSE）
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IUGONET Data Analysis Softwareとは?

• IUGONET Data Analysis Software (UDAS) は
Space Physics Environment Data Analysis 
System(SPEDAS)、そしてその母体となった
THEMIS Data Analysis Software (TDAS)のプ
ラグインソフトウェアとしてIUGONETが開発し、
現在は一部として組み込まれています。

• IDLで記述されています。

• SPEDASで元々取り扱うことが出来る各種地
上・衛星データに加え、IUGONET機関提供の
データを取り扱うことができます。

• 可視化や時系列解析に有益な各種計算ルー
チンを簡単に適用することが出来ます。

• 有効なデータはインターネット経由で自動的に
ダウンロードされるため、データの所在などを
気にする必要がありません。

UDAS, SPEDAS/TDAS, 
IDLの関係

SPEDAS/TDAS



3

SPEDASを利用したデータ読込描画概要

SPEDAS-CUI ツールを使うと、3つの基本コマンドで
簡単にデータ読み込み・描画をすることが出来ます

1. 時間幅を設定
2. ロードプロシージャを実行
3. プロットプロシージャを実行

timespan, ‘yyyy-mm-dd’
iug_load_***
tplot, +++

GUIを使う場合でも、数回のマウスクリックで同じ結果を得ることが出来ます

自動ダウンロード

ダウンロードディレクト
リは自動的に作成さ
れる.

データはtplot
変数として読
み込まれる

インターネット上
のデータサーバ

ユーザーのPC

data

data

SSL, Berkeley, 
THEMIS, GBO

CDAWeb, OMNI, 
ACE, Wind, etc.

data

SPEDAS/TDAS
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SPEDASによる可視化・解析の例

時系列スタックプロット

ウェーブレット解析

マッピング

相関解析
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選べるSPEDAS

・SPEDASソースコードを使う
CUI と GUI
IDLのライセンスが必要
SPEDASのフル機能を使うことができる
最新版のUDASを適用することができる

・saveファイル（IDL Virtual Machine）を使う
GUIのみ
IDL virtual machineが必要(無料でインストールできる)
一部機能制限あり

・SPEDAS実行ファイルを使う
GUIのみ
IDL VMを同梱しており、該当アーカイブのダウンロードのみで利用可能
一部機能制限あり

本講習会では、「SPEDAS実行ファイル」を使用します
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SPEDAS実行ファイルのダウンロード

http://themis.ssl.berkeley.edu/software.shtml

所有しているPCのOSに対応した、IDL8.3ベースのUDAS/TDAS/SPEDAS実行
ファイルをダウンロードする

1. THEMIS satellite software ウェブサイトにアクセス

3. 所有PCのOSに対応したリンクをクリック。
しばらくしたらZipファイルが入手できます。

2. “Download” セクションまでスクロールダウン

※注意！
64bitOSのみの対応です



7

OSが64bitか確認する

• Windows
– 「コントロールパネル」→「システムとセキュリティ」→「システム」を選択

– 「システム」→「システムの種類」を確認

– 「64 ビット オペレーティングシステム」 になっていればOK

• Mac
– Appleメニューから「この Mac について」を選択

– 「詳しい情報」または「システムレポート」を選択

– 左側メニュから「機能拡張」を選択

– 「64 ビット」列を確認

– 64 ビット対応の場合は「はい」になっている

• Linux
– コンソールを開く

– Archコマンドを実行する

– 「x86_64」が表示されればOK

各OSでのチェック方法は下記を参照。
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IDL-VM(GUI) の起動

[1] ダウンロードしたzipファイルを
展開する

[2] ‘spd_gui’ディレクトリ内のファ
イル‘spedas’ をクリックして実行
する

‘spedas’をクリックして実
行する

[3] IDL Virtual Machine Applicationのウ
ィンドウが現れるので、‘spd_gui’をクリ
ックする

‘spd_gui’をクリック
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IDL-VM(GUI) の起動

このウィンドウが
出ましたか？
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GUI Basic Operation

はじめの一歩:
Dst indexを読み込ん

でみよう
1. このアイコンをクリック

データを読み込む
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1. IUGONET タブをクリック

4. Instrument Typeの変更
geomagnetic_field_index

2. “Use Single Day”の
チェックをはずす

※読み込みが複数日にわたるため

GUI Basic Operation

3. 読み込む日時を指定
Start Time: 2006-12-14/00:00:00
Stop Time: 2006-12-16/00:00:00

データを読み込む
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1.  各パラメータを設定
Dst_index
*(all)
*
※複数選択するときは+ctrlや+shiftでできる

GUI Basic Operation

2. 矢印をクリック

データを読み込む
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データポリシーの表示

GUI Basic Operation

1. “OK”をクリック

データを読み込む

※このウィンドウはIUGONET 
機関が提供するデータを初めて
ロードしたときに表示される
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GUI Basic Operation

2.  Doneをクリック

1.  データが正常に読み込まれると
Data Loaded に表示される

データを読み込む

※データを選んで
このボタンを押すと削除される
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第二歩:
データをプロットし

てみよう

1. このアイコンをクリック

GUI Basic Operationデータをプロットする
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GUI Basic Operation

2.  “Line”をクリック

データをプロットする

1. プロットしたいデータを選択
wdc_mag_dst

※“+”となっているところをクリックす
ると詳細が表示される
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1.  選択したデータが

このウィンドウに表示
される

GUI Basic Operation

2. “OK”をクリック

データをプロットする
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データをプロットする
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GUI Basic Operation

PanelX(Y,Z)
X:パネルの通し番号
Y:パネルの列番号
Z:パネルの行番号

"Unlock Panels" にすると

パネル毎に軸を描く。デ
フォルトは"Lock to Panels"

パネルの削除
/追加、行列数

の変更、順番
変更などの各
種操作

データをプロットする


